On K. Kojima Collection in the Library of Faculty of Economics, Kyoto University by 櫻田, 忠衛
Title京都大学経済学部所蔵の小島勝治旧蔵書 ―幻の「小島勝治文庫」―
Author(s)櫻田, 忠衛





















































































































































































































































































































































































































































































???? ?? ? ?? ? ??????????????
? ??
?
?
?
?
?
?
?
ⅠⅤ 小島の統計学文献蒐集
小島の研究は,日本古代史の研究から始まっ
て民俗学,統計学,そして社会事業論にまで拡
げられた｡小島は時々の研究関心に従って,文
献蒐集を重視して行い,大量の文献を購入して
いる｡ それらが蔵書となって残されたが,ここ
では統計学の分野に限ってその蒐集の様子につ
いて述べてみたい｡
小島の自編になる ｢文献目録｣によると,彼
は1935(昭和10)年4月布施町役場に入り,い
くつかの係を転々とさせられて11月に統計係に
落ち着くことになる｡1936(昭和11)年3月,
大阪府統計協会の機関誌 『浪華の鏡』にはじめ
ての統計に関する論稿 ｢統計と世相の学 (1)｣
を掲載し,1937(昭和12)年5月に ｢統計学専
攻をおもひた｣ち,1938(昭和13)年2月には
｢統計学専攻,ことに統計史を主として資料
蒐集に着手する｣とある｡ 小島25歳のときで
あった｡
資料蒐集は,小島が召集されて中国戦線へ駆
り出される1942(昭和17)年4月3日までのわ
ずか4年余りの間であった｡この4年という短
い期間に,小島は日本の統計学史や統計調査史
のうえで重要な文献はほとんど検討し,当時,
公刊された統計学,統計書についても検討を加
え,『浪華の鏡』に紹介した｡その内容につい
ては第Ⅱ節でみた通りである｡
ここでは,青年学徒小島が,日常生活の中で
どのように文献蒐集への情熱を発露していたの
かを,彼自身の言葉で語られているところを抜
き出して描いてみたい｡
昭和13年 (25歳)の2月
｢統計学専攻,ことに統計史を主として資料蒐
集に着手する｡｣ (Ⅱ-iv)21)
として,本格的な統計学の資料蒐集が開始さ
れた｡
21) ここでの引用は,『統計文化論集』ⅡとⅣの丸山博の
｢序にかえて-編者まえがき-｣からのものである｡
( )内は引用巻数とページ数を示しているQたとえば,
『統計文化論集』Ⅱの ｢序にかえて一編者まえがさ-｣
のivページは (Ⅱ-1V)とした｡以下同様である｡
京都大学経済学部所蔵の小島勝治旧蔵書
その年の12月17日には
｢甲斐国人別調が15円もした｡12月1日松阪屋
の古書展で買ふ｡11月よりこちらへ1月に約
60円を古書にすてた,うれしいことだが｡｣
(Ⅱ-Ⅹ)
と記している｡
昭和14年 (26歳)の正月には,昭和13年2月
に書いたことを裏付けるように
｢昨年は統計古書あさりに熱中した｡はじまり
は2月頃であったと思ふ｣(Ⅱ-Ⅹi)
と記している｡
小島の楽しみは,古本屋めぐりでそれは彼の
日常生活そのものになっていて,とくに,友人
と一緒であったり,珍しいものが安く買えたと
きは喜びがいく倍にも増大することを素直に表
現している｡
日常生活の一部になっている様子は,昭和16
午 (28歳)の1月3日に
｢朝久しぶりで布施広小路を散歩する｡ のんび
りとあるいて古雑誌を二,三買う｣ (Ⅳ-
vi)
とあったり,友人との古本屋めぐりや,本をめ
ぐる会話はしょっちゅうで,たとえば
｢1月4日 午後本庄,松野と古本屋をまわ
る｡｣(Ⅳ-vi)
｢1月8日 ひる丸山博をとい談話｡新刊書な
どのはなし｡夕方丸善に新刊をみる｡｣ (Ⅳ
-vii)
｢1月11日 雨,午後松野宅に行って談話｡統
計古書蒐集のおもいでばなしに時を過す｡｣
(Ⅳ-ix)
｢2月22日 松野と歩き古雑誌少々を買う｡｣
(Ⅳ-Ⅹ)
といった具合で,文献をあさる様子が次々と記
されていていとまがない｡また,掘り出しもの
を見つけたときの喜びを,
｢坪谷善四郎の統計学要論場末にて安く見つけ
る｡ まだ時折珍書が手に入るものなり--｡
古書さがしの興味を覚ゆ｡掘出しあるが為
也｡｣(Ⅳ-12)
｢今日帝塚山より住吉辺の古本屋をまわりて相
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当おもしろき本若干見つけ来たり｡ 書よむゆ
とりもなけれどユ快なりき｡｣(Ⅳ-12)
と素直に表現している｡
こうした文献あさりを続けながら,小島は統
計学に関していえば,統計学専攻を心に決め,
統計史を中心とした資料蒐集をはじめた1938
(昭和13)年2月,25歳から戦争に駆 り出され
て文献蒐集が不可能になる1942(昭和17)年4
月,29歳までの4年の間に量的にも質的にも高
い文献の蒐集に成功した｡量的には,大橋隆憲
教授の研究室に持ち込まれたものだけで,民俗
学関係のものも含まれるが,1524冊という膨大
な数になっている22)｡これが,元々の小島の旧
蔵書であるが,これだけのものを調査し,蒐集
したことについてはそのエネルギーと能力の大
きさに驚嘆するのであるが,それにも増 して
我々を驚博させることに,小島がその蔵書を構
成するために使用した金額がある｡ 彼は給料の
ほとんどをこのために費やしていた｡
ここにそれを具体的に示してくれる興味深い
メモがある｡ 現在は,京都大学経済学部調査資
料室に移された ｢『本棚一つ分の諸資料』の一
部｣の中にあったもので,｢昭和14年中の或る
青年学徒の生計｣と題された家計簿である｡
｢或る青年学徒｣とあるが,これは明らかに小
島自身のことであろう｡ 勤労収入,借金,其他
(補助)から成る ｢収入｣と,実支出,貯金,
貸金または返金から成る ｢支出｣に分けて,1
月から12月までを月ごとにそれぞれ金額を記入
して1年間分を合計している｡ さらに,翌年の
1月と2月の金額をも記入している｡
その表の下には,実支出内訳があって,外出
食事,煙草,喫茶,交通,書籍,交際 ･娯楽,
負担金,人-の贈物,其他に分けられて,それ
ぞれについて1月から12月までが記入され,1
年間の合計,月平均,そしてこれも翌年の1月,
2月が記入されている｡ このメモは,国民生活
が規制の方向に進んでいく戦時下の中で,ひと
りの青年がどのくらいの収入を得て,どんなこ
22) 大橋隆憲教授のもとに持ち込まれた資料,文献につい
ては,機会を改めて紹介したい｡
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とに支出をして生活していたのか,興味をそそ
られるが,ここでは小島が文献を蒐集するため
にどのくらいの金額を支出していたのかを知る
ことに限定する｡
昭和14年の実支出合計は835.82円で,書籍に
支出した金額は360.35円となっている｡ 月平均
にすると,実支出は70.66円,書籍代は30.03円
で,これは実支出のうちの42.5%を占めること
になる｡なんと生計費の半分近くが文献蒐集の
費用に充てられていたのである｡独身の青年が
多く費やすであろう煙草,喫茶,交際 ･娯楽費
は合せても月平均11.24円で,実支出の15.9%
を占めるにすぎない｡これだけをみても小島の
文献蒐集のために支出した金額は,桁外れに大
きいことがわかる｡ この一枚のメモから,小島
第22号 (2001.10)
が毎日の生活を研究中心において,働いて得た
収入のほとんどを研究のために費やしていた様
子が窺い知れるのである｡
こうして青春のすべてを統計学の研究に捧げ
ながら,その半ばにして惜しくも帝国主義戦争
の犠牲になって逝ってしまった在野の-青年学
徒の旧蔵書が,京都大学経済学部に所蔵されて
きたことの意義は大きい｡その存在は,これま
で明らかにされてこなかったが,その概要を今
明らかにすることによって,小島勝治に関する
研究がこれまで以上に深められ,そして何より
も小島自身がめざして完成させられなかった,
｢日本統計文化史｣の仕事を引き継いで,完成
させる事業に寄与できるならば幸いである｡
